
(57)【要約】

【課題】出力を低電圧大電流化しても、大型化したり効

率が悪くなることを抑制したトランスを提供することを

目的としている。

【解決手段】巻枠２１の中央に貫通孔２２を有するとと

もに上下端に鍔２３を有したボビン２４と、ボビン２４

に絶縁被膜を有した電線を巻回した高電圧用の一次巻線

２５および低電圧用の二次巻線２６と、一次巻線２５お

よび二次巻線２６の引出し線２７と、ボビン２４の貫通

孔２２に組み込むとともに閉磁路を形成した磁心２１と

を備え、二次巻線２６は、複数本の電線を並列させて一

層に巻回するとともに複数本の電線の断面積の総和を一

次巻線２５の断面積より大きくした構成としたものであ

る。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
巻 枠 の 中 央 に 貫 通 孔 を 有 す る と と も に 上 下 端 に 鍔 を 有 し た ボ ビ ン と 、 該 ボ ビ ン に 絶 縁 被 膜
を 有 し た 電 線 を 巻 回 し た 高 電 圧 用 の 一 次 巻 線 お よ び 低 電 圧 用 の 二 次 巻 線 と 、 前 記 一 次 巻 線
お よ び 二 次 巻 線 の 引 出 し 線 と 、 前 記 ボ ビ ン の 貫 通 孔 に 組 み 込 む と と も に 閉 磁 路 を 形 成 し た
磁 心 と を 備 え 、 前 記 二 次 巻 線 は 、 複 数 本 の 前 記 電 線 を 並 列 さ せ て 一 層 に 巻 回 す る と と も に
複 数 本 の 前 記 電 線 の 断 面 積 の 総 和 を 前 記 一 次 巻 線 の 断 面 積 よ り 大 き く し た ト ラ ン ス 。
【 請 求 項 ２ 】
一 次 巻 線 は 二 つ に 分 割 す る と と も に 二 次 巻 線 を 前 記 一 次 巻 線 に 挟 み 込 ん で 巻 回 し た 請 求 項
１ に 記 載 の ト ラ ン ス 。
【 請 求 項 ３ 】
二 次 巻 線 を 巻 枠 の 巻 幅 全 体 に 巻 回 し た 請 求 項 １ に 記 載 の ト ラ ン ス 。
【 請 求 項 ４ 】
二 次 巻 線 の 引 出 し 線 は 、 複 数 本 の 電 線 を 縒 り 線 に し た 請 求 項 １ に 記 載 の ト ラ ン ス 。
【 請 求 項 ５ 】
二 次 巻 線 の 引 出 し 線 は 、 巻 き 始 め 側 の 引 出 し 線 を 前 記 二 次 巻 線 の 巻 回 方 向 と 逆 方 向 に 縒 り
合 わ せ る と と も に 、 巻 終 わ り 側 の 引 出 し 線 を 前 記 二 次 巻 線 の 巻 回 方 向 と 同 一 方 向 に 縒 り 合
わ せ た 請 求 項 ３ に 記 載 の ト ラ ン ス 。
【 請 求 項 ６ 】
一 次 巻 線 と 二 次 巻 線 の 電 線 の 径 寸 法 を 同 じ 寸 法 に し た 請 求 項 １ に 記 載 の ト ラ ン ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 各 種 電 子 機 器 等 に 用 い る ト ラ ン ス に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 Ｄ Ｖ Ｄ レ コ ー ダ ー や Ｈ Ｄ Ｄ レ コ ー ダ ー 等 の デ ジ タ ル 機 器 の 高 速 化 が 進 み 、 大 量 の デ
ジ タ ル 信 号 を 処 理 す る 信 号 処 理 用 Ｉ Ｃ の 搭 載 数 が 増 え 、 こ れ に 伴 う デ ジ タ ル 信 号 処 理 回 路
の 消 費 電 力 の 増 大 を 抑 制 す る た め に 、 駆 動 電 源 の 低 電 圧 大 電 流 化 が 進 ん で い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ れ ら の デ ジ タ ル 機 器 に 駆 動 電 源 を 供 給 す る ス イ ッ チ ン グ 電 源 に は ト ラ ン ス が 使 用 さ れ て
お り 、 信 号 処 理 回 路 の 低 電 圧 大 電 流 に 対 応 し た ト ラ ン ス が 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
以 下 、 低 電 圧 大 電 流 に 対 応 し た 従 来 の ト ラ ン ス に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
図 ４ は 従 来 の ト ラ ン ス 斜 視 図 、 図 ５ は 図 ４ の Ａ － Ａ 線 に お け る 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
図 ４ ， 図 ５ に お い て 、 従 来 の ト ラ ン ス は 、 巻 枠 １ の 中 央 に 貫 通 孔 ２ を 有 す る と と も に 上 下
端 に 鍔 ３ を 設 け た ボ ビ ン ４ と 、 巻 枠 １ の 外 周 に 絶 縁 被 覆 を 有 し た 電 線 を 巻 回 し た 一 次 巻 線
５ お よ び 二 次 巻 線 ６ と 、 一 次 巻 線 ５ お よ び 二 次 巻 線 ６ の 引 出 し 線 ７ と 、 下 端 側 の 鍔 ３ に 植
設 す る と と も に 一 次 巻 線 ５ お よ び 二 次 巻 線 ６ の 引 出 し 線 ７ を 接 続 し た 端 子 ８ と 、 ボ ビ ン ４
の 貫 通 孔 ２ に 挿 入 す る と と も に 閉 磁 路 を 構 成 し た 断 面 Ｅ 字 形 状 の 磁 心 ９ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 一 次 巻 線 ５ は 、 素 線 の 径 寸 法 が φ ０ ． ３ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ 程 度 の 電 線 を 数 十 タ ー ン 程 度
巻 回 し て 商 用 電 源 側 に 接 続 さ れ て お り 、 二 次 巻 線 ６ は 、 電 流 容 量 を 大 き く す る た め に 素 線
の 径 寸 法 を 一 次 巻 線 ５ の 素 線 の 径 寸 法 よ り 太 い φ ０ ． ６ ～ ０ ． ９ ｍ ｍ 程 度 の 電 線 を ２ ～ ４
タ ー ン 程 度 巻 回 し て 、 電 圧 が ２ ． ５ ～ ７ Ｖ 、 電 流 が ３ ～ １ ０ Ａ と い っ た 低 電 圧 、 大 電 流 を
出 力 し て 、 負 荷 で あ る デ ジ タ ル 機 器 の 信 号 処 理 回 路 側 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
そ し て 、 一 次 巻 線 ５ と 二 次 巻 線 ６ と の 結 合 を 高 く す る た め に 、 一 次 巻 線 ５ は 二 つ に 分 割 し
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て 、 二 次 巻 線 ６ を 一 次 巻 線 ５ に 挟 み 込 む よ う に 巻 回 し て お り 、 二 次 巻 線 ６ は 隣 接 す る 電 線
の 間 隔 を 開 け て 一 次 巻 線 ５ と の 対 向 面 積 を 大 き く し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 一 次 巻 線 ５ と 二 次 巻 線 ６ と の 間 に 巻 回 し た 絶 縁 テ ー プ １ ０ は 、 一 次 巻 線 ５ と 二 次 巻
線 ６ と の 絶 縁 を 行 う も の で あ り 、 一 次 巻 線 ５ お よ び 二 次 巻 線 ６ と 両 端 の 鍔 ３ と の 間 に 巻 回
し た ス ペ ー ス テ ー プ １ １ は 、 一 次 巻 線 ５ と 二 次 巻 線 ６ と の 間 の 絶 縁 間 隔 を 形 成 し た も の で
あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
尚 、 こ の 出 願 の 発 明 に 関 連 す る 先 行 技 術 文 献 情 報 と し て は 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ が 知 ら れ
て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ５ ２ １ ３ ６ 号 公 報
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 従 来 の 構 成 で は 、 低 電 圧 大 電 流 に 対 応 す る た め に 、 二 次 巻 線 ６ は 素 線 の 径 寸 法 が
太 い 電 線 を 数 タ ー ン 巻 回 し て い る の で 、 二 次 巻 線 ６ の 巻 線 高 さ １ ２ を 高 く し て ト ラ ン ス を
大 型 化 し て い た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
そ し て 、 二 次 巻 線 ６ は 数 タ ー ン と 巻 回 数 が 少 な い の で 、 電 線 間 に 一 次 巻 線 ５ も 二 次 巻 線 ６
も 巻 回 さ れ な い 非 巻 回 領 域 １ ３ が 大 き く 、 二 次 巻 線 ６ を 分 割 し た 一 次 巻 線 ５ で 挟 み 込 ん で
巻 回 し て も 、 一 次 巻 線 ５ と 二 次 巻 線 ６ と の 結 合 を 充 分 に 高 め る こ と が で き ず 、 効 率 が 悪 く
な っ て い た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の よ う に 、 従 来 の ト ラ ン ス は 出 力 を 低 電 圧 大 電 流 化 す る と 、 ト ラ ン ス が 大 型 化 す る と と
も に 効 率 が 悪 化 す る と い っ た 問 題 点 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 は 上 記 問 題 点 を 解 決 す る も の で 、 出 力 を 低 電 圧 大 電 流 化 し て も 、 大 型 化 し た り 効 率
が 悪 く な る こ と を 抑 制 し た ト ラ ン ス を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 は 、 以 下 の 構 成 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 の 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 特 に 、 巻 枠 の 中 央 に 貫 通 孔 を 有 す る と と も に 上 下 端 に 鍔
を 有 し た ボ ビ ン と 、 ボ ビ ン に 絶 縁 被 膜 を 有 し た 電 線 を 巻 回 し た 高 電 圧 用 の 一 次 巻 線 お よ び
低 電 圧 用 の 二 次 巻 線 と 、 一 次 巻 線 お よ び 二 次 巻 線 の 引 出 し 線 と 、 ボ ビ ン の 貫 通 孔 に 組 み 込
む と と も に 閉 磁 路 を 形 成 し た 磁 心 と を 備 え 、 二 次 巻 線 は 、 複 数 本 の 電 線 を 並 列 さ せ て 一 層
に 巻 回 す る と と も に 複 数 本 の 電 線 の 断 面 積 の 総 和 を 一 次 巻 線 の 断 面 積 よ り 大 き く し た 構 成
で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
上 記 構 成 に よ り 、 二 次 巻 線 は 、 複 数 本 の 電 線 を 並 列 さ せ て 一 層 に 巻 回 す る と と も に 複 数 本
の 電 線 の 断 面 積 の 総 和 を 一 次 巻 線 の 断 面 積 よ り 大 き く し た の で 、 二 次 巻 線 を 一 本 の 電 線 で
巻 回 し た と き に 比 べ て 、 二 次 巻 線 の 複 数 本 の 電 線 の 素 線 の 径 寸 法 を 細 く し て 、 二 次 巻 線 の
巻 線 高 さ を 低 く す る こ と が で き 、 ト ラ ン ス が 大 型 化 す る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の と き 、 特 に 、 複 数 本 の 電 線 を 並 列 さ せ て 一 層 に 巻 回 し て い る の で 、 二 次 巻 線 の 巻 線 領
域 が 巻 幅 方 向 に 広 く な り 、 一 次 巻 線 お よ び 二 次 巻 線 の 非 巻 回 領 域 を 小 さ く す る と と も に 一
次 巻 線 と 二 次 巻 線 の 対 向 面 積 を 大 き く し て 、 一 次 巻 線 と 二 次 巻 線 と の 結 合 を 高 め て 効 率 が
悪 化 す る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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本 発 明 の 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 特 に 、 一 次 巻 線 を 二 つ に 分 割 す る と と も に 二 次 巻 線 を
一 次 巻 線 に 挟 み 込 ん で 巻 回 し た 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
上 記 構 成 に よ り 、 一 次 巻 線 を 二 つ に 分 割 す る と と も に 二 次 巻 線 を 一 次 巻 線 に 挟 み 込 ん で 巻
回 し た の で 、 一 次 巻 線 と 二 次 巻 線 と の 対 向 面 積 を よ り 大 き く し て 、 一 次 巻 線 と 二 次 巻 線 と
の 結 合 を 高 め て 効 率 を 悪 化 す る こ と を よ り 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 発 明 の 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 特 に 、 二 次 巻 線 を 巻 枠 の 巻 幅 全 体 に 巻 回 し た 構 成 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
上 記 構 成 に よ り 、 二 次 巻 線 を 巻 枠 の 巻 幅 全 体 に 巻 回 し た の で 、 一 次 巻 線 と 二 次 巻 線 と の 対
向 面 積 を よ り 大 き く し て 、 一 次 巻 線 と 二 次 巻 線 と の 結 合 を 高 め て 効 率 が 悪 化 す る こ と を よ
り 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
本 発 明 の 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 特 に 、 二 次 巻 線 の 引 出 し 線 は 、 複 数 本 の 電 線 を 縒 り 線
に し た 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
上 記 構 成 に よ り 、 二 次 巻 線 の 引 出 し 線 は 、 複 数 本 の 電 線 を 縒 り 線 に し た の で 、 複 数 本 の 二
次 巻 線 の 引 出 し 線 を 端 子 に 接 続 す る 際 に 、 一 本 の 縒 り 線 を 端 子 に 接 続 す れ ば 、 複 数 本 の 二
次 巻 線 と 端 子 と を 接 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
本 発 明 の 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 特 に 、 二 次 巻 線 の 引 出 し 線 は 、 巻 き 始 め 側 の 引 出 し 線
を 二 次 巻 線 の 巻 回 方 向 と 逆 方 向 に 縒 り 合 わ せ る と と も に 、 巻 終 わ り 側 の 引 出 し 線 を 二 次 巻
線 の 巻 回 方 向 と 同 一 方 向 に 縒 り 合 わ せ た 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
上 記 構 成 に よ り 、 二 次 巻 線 の 引 出 し 線 は 、 巻 き 始 め 側 の 引 出 し 線 を 二 次 巻 線 の 巻 回 方 向 と
逆 方 向 に 縒 り 合 わ せ る と と も に 、 巻 終 わ り 側 の 引 出 し 線 を 二 次 巻 線 の 巻 回 方 向 と 同 一 方 向
に 縒 り 合 わ せ た の で 、 二 次 巻 線 の 複 数 本 の 引 出 し 線 を 縒 り 合 わ せ る こ と で 、 二 次 巻 線 を 巻
枠 側 に 締 め 付 け る 力 を 発 生 さ せ て 、 二 次 巻 線 が 緩 ん で 外 方 に ば ら け る こ と を 抑 制 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
本 発 明 の 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 特 に 、 一 次 巻 線 と 二 次 巻 線 の 電 線 の 径 寸 法 を 同 じ 寸 法
に し た 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
上 記 構 成 に よ り 、 一 次 巻 線 と 二 次 巻 線 の 電 線 の 径 寸 法 を 同 じ 寸 法 に し た の で 、 二 次 巻 線 の
電 線 を 一 次 巻 線 と 共 通 に す る こ と が で き 、 部 品 点 数 を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 発 明 の 実 施 の 形 態 を 用 い て 、 本 発 明 の 全 請 求 項 に 記 載 の 発 明 に つ い て 、 図 面 を 参 照
し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 の ト ラ ン ス の 斜 視 図 、 図 ２ は 図 １ に お け る Ｂ － Ｂ 線 の 斜 視 図
、 図 ３ は 同 要 部 で あ る 二 次 巻 線 の 引 出 し 線 の 縒 り 合 わ せ 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 １ ～ 図 ３ に お い て 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る ト ラ ン ス は 、 巻 枠 ２ １ の 中 央 に 貫 通
孔 ２ ２ を 有 す る と と も に 上 下 端 に 鍔 ２ ３ を 有 し た ボ ビ ン ２ ４ と 、 こ の ボ ビ ン ２ ４ に 絶 縁 被
膜 を 有 し た 電 線 を 数 十 タ ー ン 程 度 の 多 い 巻 回 数 を 巻 回 し た 一 次 巻 線 ２ ５ と 、 絶 縁 被 膜 を 有
し た 電 線 を ２ ～ ４ タ ー ン 程 度 の 少 な い 巻 回 数 を 巻 回 し た 二 次 巻 線 ２ ６ と 、 一 次 巻 線 ２ ５ お
よ び 二 次 巻 線 ２ ６ の 引 出 し 線 ２ ７ と 、 ボ ビ ン ２ ４ の 下 端 側 の 鍔 ２ ３ に 形 成 し た 一 次 巻 線 ２
５ お よ び 二 次 巻 線 ２ ６ の 引 出 し 線 ２ ７ を 通 す ガ イ ド 溝 ２ ８ と 、 ボ ビ ン ２ ４ の 下 端 側 の 鍔 ２
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３ に 植 設 す る と と も に 一 次 巻 線 ２ ５ お よ び 二 次 巻 線 ２ ６ の 引 出 し 線 ２ ７ を 接 続 し た 端 子 ２
９ と 、 ボ ビ ン ２ ４ の 貫 通 孔 ２ ２ に 組 み 込 む と と も に 閉 磁 路 を 形 成 し た 断 面 Ｅ 字 形 状 の 磁 心
３ ０ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
そ し て 、 Ｄ Ｖ Ｄ レ コ ー ダ や Ｈ Ｄ Ｄ レ コ ー ダ ー 等 の ス イ ッ チ ン グ 電 源 に お い て 、 一 次 巻 線 ２
５ は 商 用 電 源 等 の 高 い 電 圧 の 電 源 側 に 接 続 さ れ 、 二 次 巻 線 ２ ６ は 信 号 処 理 回 路 等 の 低 電 圧
大 電 流 の 負 荷 側 に 接 続 し て 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
こ の と き 、 二 次 巻 線 ２ ６ は 、 電 線 の 素 線 の 径 寸 法 を 一 次 巻 線 ２ ５ の 電 線 の 素 線 の 径 寸 法 と
同 じ φ ０ ． ４ ５ ｍ ｍ の 電 線 を 用 い て お り 、 ４ 本 の 電 線 を 並 列 さ せ て 一 層 に 巻 回 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
そ し て 、 二 次 巻 線 ２ ６ の ４ 本 の 電 線 の 断 面 積 の 総 和 を 一 次 巻 線 ２ ５ の 断 面 積 よ り ４ 倍 に 大
き く し て 、 二 次 巻 線 ２ ６ の 電 流 容 量 を 電 線 の 素 線 の 径 寸 法 が φ ０ ． ９ ｍ ｍ 相 当 ま で 大 き く
し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 一 次 巻 線 ２ ５ を 二 つ に 分 割 し て 、 一 方 の 一 次 巻 線 ２ ５ を 巻 枠 ２ １ の 外 周 に 巻 回 し 、
こ の 一 次 巻 線 ２ ５ の 外 周 に 二 次 巻 線 ２ ６ を 巻 回 し 、 こ の 二 次 巻 線 ２ ６ の 外 周 に 他 方 の 一 次
巻 線 ２ ５ を 巻 回 し て お り 、 一 次 巻 線 ２ ５ を 二 つ に 分 割 す る と と も に 二 次 巻 線 ２ ６ を 一 次 巻
線 に 挟 み 込 ん で 巻 回 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
こ の と き 、 二 次 巻 線 ２ ６ は 巻 枠 ２ １ の 巻 幅 全 体 に 巻 回 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
そ し て 、 二 次 巻 線 ２ ６ の 引 出 し 線 ２ ７ は 、 ４ 本 の 電 線 を 縒 り 線 ３ １ に し て お り 、 巻 き 始 め
側 の 引 出 し 線 ３ ２ を 二 次 巻 線 ２ ６ の 巻 回 方 向 ３ ４ と 逆 方 向 に 縒 り 合 わ せ る と と も に 、 巻 終
わ り 側 の 引 出 し 線 ３ ３ を 二 次 巻 線 ２ ６ の 巻 回 方 向 ３ ４ と 同 一 方 向 に 縒 り 合 わ せ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
尚 、 一 次 巻 線 ２ ５ と 二 次 巻 線 ２ ６ と の 間 に 巻 回 し た 絶 縁 テ ー プ ３ ５ は 、 一 次 巻 線 ２ ５ と 二
次 巻 線 ２ ６ と の 絶 縁 を 行 う も の で あ り 、 一 次 巻 線 ２ ５ お よ び 二 次 巻 線 ２ ６ と 両 端 の 鍔 ２ ３
と の 間 に 巻 回 し た ス ペ ー ス テ ー プ ３ ６ は 、 一 次 巻 線 ２ ５ と 二 次 巻 線 ２ ６ と の 間 に 絶 縁 間 隔
を 形 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
上 記 構 成 の ト ラ ン ス に つ い て 、 以 下 そ の 動 作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
上 記 構 成 に よ り 、 二 次 巻 線 ２ ６ は 、 複 数 本 の 電 線 を 並 列 さ せ て 一 層 に 巻 回 す る と と も に 複
数 本 の 電 線 の 断 面 積 の 総 和 を 一 次 巻 線 ２ ５ の 断 面 積 よ り 大 き く し た の で 、 二 次 巻 線 ２ ６ を
一 本 の 電 線 で 巻 回 し た と き に 比 べ て 、 二 次 巻 線 ２ ６ の 複 数 本 の 電 線 の 素 線 の 径 寸 法 を 細 く
し て 、 二 次 巻 線 ２ ６ の 巻 線 高 さ ３ ７ を 低 く す る こ と が で き 、 ト ラ ン ス が 大 型 化 す る こ と を
抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
こ の と き 、 特 に 、 複 数 本 の 電 線 を 並 列 さ せ て 一 層 に 巻 回 し て い る の で 、 二 次 巻 線 ２ ６ の 巻
線 領 域 が 巻 幅 方 向 に 広 く な り 、 一 次 巻 線 ２ ５ お よ び 二 次 巻 線 ２ ６ の 非 巻 回 領 域 ３ ８ を 小 さ
く す る と と も に 一 次 巻 線 ２ ５ と 二 次 巻 線 ２ ６ の 対 向 面 積 を 大 き く し て 、 一 次 巻 線 ２ ５ と 二
次 巻 線 ２ ６ と の 結 合 を 高 め て 効 率 が 悪 化 す る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
ま た 、 一 次 巻 線 ２ ５ を 二 つ に 分 割 す る と と も に 二 次 巻 線 ２ ６ を 一 次 巻 線 に 挟 み 込 ん で 巻 回
し た の で 、 一 次 巻 線 ２ ５ と 二 次 巻 線 ２ ６ と の 対 向 面 積 を よ り 大 き く し て 、 一 次 巻 線 ２ ５ と
二 次 巻 線 ２ ６ と の 結 合 を 高 め て 効 率 が 悪 化 す る こ と を よ り 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
そ し て 、 二 次 巻 線 ２ ６ を 巻 枠 ２ １ の 巻 幅 全 体 に 巻 回 し た の で 、 一 次 巻 線 ２ ５ と 二 次 巻 線 ２
６ と の 対 向 面 積 を よ り 大 き く し て 、 一 次 巻 線 ２ ５ と 二 次 巻 線 ２ ６ と の 結 合 を よ り 高 め て 効
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率 が 悪 化 す る こ と を よ り 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
一 般 に 、 二 次 巻 線 ２ ６ の 巻 数 が 少 な く 一 次 巻 線 ２ ５ と の 結 合 が 悪 い と 、 二 次 巻 線 ２ ６ 側 に
接 続 し た 回 路 に 短 絡 等 が 生 じ た 場 合 、 一 次 巻 線 ２ ５ 側 に 異 常 電 流 が 流 れ 難 く 、 ス イ ッ チ ン
グ 電 源 の 電 源 側 の 保 護 回 路 が 異 常 電 流 を 検 出 し 難 い が 、 二 次 巻 線 ２ ６ と 一 次 巻 線 ２ ５ と の
結 合 を 高 く し て い る の で 、 二 次 巻 線 ２ ６ の 巻 数 が 少 な く て も 一 次 巻 線 ２ ５ に 異 常 電 流 が 流
れ や す く な り 、 二 次 巻 線 ２ ６ 側 が 短 絡 し た と き に 、 一 次 巻 線 ２ ５ 側 の 異 常 電 流 を 検 出 し て
回 路 を 保 護 し や す く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
ま た 、 ス イ ッ チ ン グ 電 源 の ス イ ッ チ ン グ 周 波 数 が 高 周 波 の 場 合 、 二 次 巻 線 ２ ６ を 複 数 の 電
線 で 巻 回 し て い る の で 、 高 周 波 電 流 に よ る 表 皮 効 果 に 対 し て 実 行 断 面 積 を 大 き く す る こ と
が で き 、 高 周 波 電 流 に 対 し て 損 失 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
さ ら に 、 二 次 巻 線 ２ ６ の 引 出 し 線 ２ ７ は 、 複 数 本 の 電 線 を 縒 り 線 ３ １ に し た の で 、 複 数 本
の 二 次 巻 線 ２ ６ の 引 出 し 線 ２ ７ を 端 子 ２ ９ に 接 続 す る 際 に 、 一 本 の 縒 り 線 ３ １ を 端 子 ２ ９
に 接 続 す れ ば 、 複 数 本 の 二 次 巻 線 ２ ６ と 端 子 ２ ９ と を 接 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
ま た 、 二 次 巻 線 ２ ６ の 引 出 し 線 ３ １ は 、 巻 き 始 め 側 の 引 出 し 線 ３ ２ を 二 次 巻 線 ２ ６ の 巻 回
方 向 ３ ４ と 逆 方 向 に 縒 り 合 わ せ る と と も に 、 巻 終 わ り 側 の 引 出 し 線 ３ ３ を 二 次 巻 線 ２ ６ の
巻 回 方 向 ３ ４ と 同 一 方 向 に 縒 り 合 わ せ た の で 、 二 次 巻 線 ２ ６ の 複 数 本 の 引 出 し 線 ２ ７ を 縒
り 合 わ せ る こ と で 、 二 次 巻 線 ２ ６ を 巻 枠 ２ １ 側 に 締 め 付 け る 力 を 発 生 さ せ て 、 二 次 巻 線 ２
６ が 緩 ん で 外 方 に ば ら け る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
そ し て 、 一 次 巻 線 ２ ５ と 二 次 巻 線 ２ ６ の 電 線 の 素 線 の 径 寸 法 を 同 じ 寸 法 に し た の で 、 二 次
巻 線 ２ ６ の 電 線 を 一 次 巻 線 ２ ５ と 共 通 に す る こ と が で き 、 部 品 点 数 を 削 減 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
こ の よ う に 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 二 次 巻 線 ２ ６ は 、 複 数 本 の 電 線 を 並 列 さ せ て
一 層 に 巻 回 す る と と も に 複 数 本 の 電 線 の 断 面 積 の 総 和 を 一 次 巻 線 ２ ５ の 断 面 積 よ り 大 き く
し た こ と に よ り 、 二 次 巻 線 ２ ６ の 巻 線 高 さ ３ ７ を 低 く し て 、 ト ラ ン ス が 大 型 化 す る こ と を
抑 制 す る こ と が で き 、 一 次 巻 線 ２ ５ と 二 次 巻 線 ２ ６ の 対 向 面 積 を 大 き く し て 、 一 次 巻 線 ２
５ と 二 次 巻 線 ２ ６ と の 結 合 を 高 め て 効 率 が 悪 化 す る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
尚 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 一 次 巻 線 ２ ５ に 商 用 電 源 等 の 高 電 圧 の 電 源 を 接 続 し 、 二 次 巻 線 ２
６ に 低 電 圧 大 電 流 を 出 力 し た 例 で 説 明 し た が 、 低 電 圧 の 電 源 に 本 実 施 の 形 態 の 二 次 巻 線 ２
６ を 接 続 し て 一 次 巻 線 ２ ５ に 高 電 圧 を 出 力 し た い わ ゆ る 昇 圧 ト ラ ン ス と し て 用 い て も 、 本
実 施 の 形 態 と 同 様 の 作 用 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 二 次 巻 線 は 、 複 数 本 の 電 線 を 並 列 さ せ て 一 層 に 巻 回 す る と
と も に 複 数 本 の 電 線 の 断 面 積 の 総 和 を 一 次 巻 線 の 断 面 積 よ り 大 き く し た こ と に よ り 、 二 次
巻 線 の 巻 線 高 さ を 低 く し て 、 ト ラ ン ス が 大 型 化 す る こ と を 抑 制 す る こ と が で き 、 一 次 巻 線
と 二 次 巻 線 の 対 向 面 積 を 大 き く し て 、 一 次 巻 線 と 二 次 巻 線 と の 結 合 を 高 め て 効 率 が 悪 化 す
る こ と が で き 、 出 力 を 低 電 圧 大 電 流 化 し て も 、 大 型 化 し た り 効 率 が 悪 く な る こ と を 抑 制 し
た ト ラ ン ス を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 の ト ラ ン ス の 斜 視 図
【 図 ２ 】 図 １ に お け る Ｂ － Ｂ 線 の 斜 視 図
【 図 ３ 】 同 要 部 で あ る 二 次 巻 線 の 引 出 し 線 の 縒 り 合 わ せ 状 態 を 示 す 平 面 図
【 図 ４ 】 従 来 の ト ラ ン ス 斜 視 図
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【 図 ５ 】 図 １ の Ａ － Ａ 線 に お け る 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
２ １ 　 巻 枠
２ ２ 　 貫 通 孔
２ ３ 　 鍔
２ ４ 　 ボ ビ ン
２ ５ 　 一 次 巻 線
２ ６ 　 二 次 巻 線
２ ７ 　 引 出 し 線
２ ８ 　 ガ イ ド 溝
２ ９ 　 端 子
３ ０ 　 磁 心
３ １ 　 縒 り 線
３ ２ 　 巻 き 始 め 側 の 引 出 し 線
３ ３ 　 巻 終 わ り 側 の 引 出 し 線
３ ４ 　 二 次 巻 線 の 巻 回 方 向
３ ５ 　 絶 縁 テ ー プ
３ ６ 　 ス ペ ー ス テ ー プ
３ ７ 　 二 次 巻 線 の 巻 線 高 さ
３ ８ 　 非 巻 回 領 域
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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